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地
域
に
よ
る
見
守
り
支

援
体
制
が
強
化

問　

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と

は
。

答　

独
居
老
人
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
・
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
利

用
者
・
災
害
時
要
援
護
者
等
、
該

当
さ
れ
る
方
々
を
ゼ
ン
リ
ン
の
地

図
上
に
配
し
た
も
の
で
す
。
当
該

地
区
の
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
し

た
方
々
に
印
刷
し
た
マ
ッ
プ
を
提

供
し
、
情
報
の
共
有
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
デ
ー
タ
は
年
１
回
の

更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
河
公
民
館
の
耐
震
診
断

問　

公※

共
施
設
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
の
整
合
性
は
。

答　

今
年
度
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、

来
年
度
か
ら
具
体
的
に
進
み
ま

す
。
大
河
公
民
館
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
回
の
診
断
結
果

も
検
討
材
料
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

発
電
機
３
台
を
購
入

問　

災
害
用
資
機
材
の
詳
細
は
。

答　

町
内
の
酒
蔵
３
社
と
災
害
時

に
お
け
る
井
戸
水
の
提
供
に
関
す

る
協
定
を
結
び
、
有
事
の
際
に
使

用
し
ま
す
。
防
災
倉
庫
で
保
管
し

ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
て

問　

和
紙
資
料
活
用
事
業
費
の
詳

細
は
。

答　

小
川
和
紙
資
料
館
で
所
蔵
さ

れ
て
い
た
資
料
５
６
０
０
点
を
購

入
し
ま
す
。
昭
和
初
期
に
漉
か
れ

た
細
川
紙
を
は
じ
め
、
今
回
、
と

も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
を
申
請
中
の
本
美
濃
紙
や
石

州
半
紙
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
和

紙
を
使
用
し
た
全
国
各
地
の
加
工

品
や
民
芸
品
、
紙
漉
き
に
用
い
る

道
具
類
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
資
料
の
数
々
は
、
今
後
、
和

紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。

都
市
ガ
ス
に
切
り
替
え

問　

庁
舎
大
規
模
改
修
の
詳
細

は
。

答　

主
に
、
空
調
設
備
の
改
修
と

な
り
ま
す
。
個
別
空
調
機
併
用
方

式
と
し
、
場
所
を
絞
っ
て
セ
パ

レ
ー
ト
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
改
修
で

熱
源
を
都
市
ガ
ス
に
切
り
か
え
ま

す
。
工
期
は
９
月
上
旬
か
ら
来
年

１
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

補
正
予
算

平成

26
年度

︽
主
な
質
疑
︾

税
条
例
の
一
部
改
正

問　

法
人
税
割
の
税
率
が
１
０
０

分
の
12
・
３
か
ら
９
・
７
と
な
る

が
、
減
収
分
は
。

答　

平
成
25
年
度
の
実
績
で
試
算

し
ま
す
と
、
平
成
27
年
度
分
は
３

３
０
万
円
の
減
で
、
平
成
28
年
度

分
は
２
０
０
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
す
。

問　

減
収
と
な
っ
た
額
は
、
す
べ

て
歳
入
予
算
に
地
方
交
付
税
と
し

て
補
て
ん
さ
れ
る
の
か
。

答　

す
べ
て
補
て
ん
さ
れ
る
か

は
、
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

軽
自
動
車
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
で
、
そ
の
増
収
見
込
み

額
は
幾
ら
に
な
る
か
。

答　

３
５
０
万
円
程
度
の
増
収
と

な
り
ま
す
。

問　

原
付
自
転
車
は
、
税
額
が
１

０
０
０
円
か
ら
２
０
０
０
円
と
な

り
、
負
担
が
ふ
え
る
が
。
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
特
殊
自
動
車
は
、
地

方
自
治
体
の
裁
量
で
税
率
が
決
定

で
き
る
と
聞
い
た
が
、
軽
減
に
つ

い
て
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答　

近
隣
の
町
村
を
加
味
し
て
対

応
し
ま
し
た
。

問　

平
成
14
年
以
前
に
購
入
さ
れ

た
軽
自
動
車
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
20
％
重
課
さ
れ
る
の
か
。

答　

軽
自
動
車
に
お
い
て
も
グ

リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
14
年
目

を
迎
え
る
４
輪
車
等
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
標
準
税
率

に
対
し
て
、
お
お
む
ね
20
％
の
重

課
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正

︽
主
な
質
疑
︾

　今定例会では、国の税制改正に伴う小川町税条

例の一部改正など専決処分の承認を求める議案や、　　

平成 26年度一般会計補正予算を含めて５件、人権擁護委員候補者の推薦１件を審議

し、すべて可決・同意・承認しました。

　一般質問は 10人が登壇し、当面する諸問題について町の見解や対応をただし、政

策提言を行ないました。

岐阜県美濃市を視察（今回の視察研修は、議員総意により全委員会合同で行ないました）

をふまえての視 調 研 報察 査 究 告
調査研究テーマ 和紙を活用した町の活性化策について

美濃市DATA
人口２万2,089人
（平成 26    年６月現在）
　日本の中央に位置
し、天下の名川長良
川や緑濃い山々など
豊かな自然と 1300
年の伝統を誇る「美
濃和紙」、中心市街
地には、江戸時代に
築かれた伝統的な建
造物が多く残り、歴
史的景観が保たれる
など伝統文化が息づ
くまちです。

平成26年６月定例会

６月24日〜７月２日

すたむちゃんのすたむちゃんの
ひと口メモひと口メモ

※公共施設におけるアセットマネジメントとは※公共施設におけるアセットマネジメントとは
一定の行政サービスを維持しつつ、老朽化し

た施設の統廃合や余剰施設の複合的な活用な

どを行ない、長期的な財政支出の削減を図る

取り組みです。

議会から和紙職人への支援など２項目を提言！　

　今回、石州半紙（島根県浜田市）、本美
濃紙（岐阜県美濃市）、細川紙の和紙産地
が一括して日本の手漉き和紙技術として、
ユネスコ無形文化遺産登録の候補となった
ことを受け、上記の調査研究テーマのもと、
美濃市の和紙産業に対する取り組みを視察
した。
　和紙の需要減少や後継者育成、道具不足
等の問題がある中で、この貴重な伝統技術
を保存・伝承し、町の活性化につなげてい
くことは、当町のみならず美濃市において
も共通の課題とのこと。
　視察の結果、以下を提言し「和紙のふる
さと　小川町」この言葉が国内外に知れ渡
るよう最大限の努力を期待するものである。

提言① 伝統技術を保存・伝承していく方
策として、手漉き和紙職人や使用する道具
類を作る職人を町職員として雇用し、また、
原料となる楮やトロロアオイを地場産で賄

い生産者のなりわいにつなげる支援をする
こと。
提言② 町の活性化につなげる手段として、
核となる施設に埼玉伝統工芸会館の活用を
図るとともに、和紙工・和紙商と連携した
新たな商品開発、和紙製品を積極的に使用
しＰＲに励むこと。有識者を含む検討委員
会を立ち上げ、あらゆる角度から検証し、
国際的祭典等も視野に入れた展開を図るこ
と。

購入する資料の一部購入する資料の一部 細川紙製の青森ねぶた細川紙製の青森ねぶた

地域支え合いマップの一例地域支え合いマップの一例


